
 
 
  

日本薬学会 

第１回薬学教育者のための 

アドバンストワークショップ 

 

“学習成果基盤型教育 

 (outcome-based education) に基づいて 

6 年制薬学教育の学習成果を考える” 

 

報告書 

 

 

平成 24 年 3 月 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

日本薬学会 

第３回薬学教育者のための 

アドバンストワークショップ 
 

“学習成果基盤型教育 

 (outcome-based education) に基づいて 

6 年制薬学教育の学習成果を考える” 
 

報告書 
 
 

平成 26 年 4 月 

 
 

 

 

 

 

 

 

 
日
本
薬
学
会
　
第
３
回
薬
学
教
育
者
の
た
め
の
ア
ド
バ
ン
ス
ト
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ 

報
告
書 

平
成
26
年
4
月



 





日本薬学会 第 3 回薬学教育者のためのアドバンストワークショップ 

「学習成果基盤型教育  (Outcome-based education) に基づいて 6 年制薬学教育の学習成果を考える」 

 

 日本薬学会は平成 23 年度に教育に関する組織を一元化し、薬学教育のあり方から議論することを

目的として“薬学教育委員会”を設置しました。本委員会には、薬学教育に携わる大学教員や薬剤師

のための新たな研鑽（Faculty Development: FD）について検討する作業班が設けられ、平成 23 年度

より年に 1 回、「薬学教育者のためのアドバンストワークショップ」を開催しています（第 1 回：平

成 23 年 12 月、第 2 回：平成 24 年 11 月）。このアドバンストワークショップの目的・内容などを協

議する過程で、学習の主体である学生のニーズの把握が必要と判断し、「全国学生ワークショップ」（第

1 回：平成 23 年 8 月「６年制一期生として薬学教育に望むこと」、第 2 回：平成 24 年 8 月「６年制

薬学教育に望むこと、卒業後に取り組んでいきたいこと」、第 3 回：平成 25 年 8 月「医療への貢献、

社会への貢献：これから薬剤師としてどのように行動するか」）も平行して開催してきました。これら

の成果は報告書にまとめ、日本薬学会のホームページ(http://www.pharm.or.jp/kyoiku/)で公表してい

ます。 

 教育者を対象とした「薬学教育者のためのワークショップ」または「認定実務実習指導薬剤師養成

ワークショップ」には、すでに全国薬科大学・薬学部のほとんどの教員及び実務実習指導薬剤師が参

加し、カリキュラム（目標・方略・評価）の立案方法を学び、教育の現場で活用してきました。近年、

医学教育の分野では、「卒業時の到達目標（学習成果、outcome）を設定し、それを達成できるように

カリキュラムを含む教育全体をデザインする教育法」である学習成果基盤型教育（Outcome-based 

education）が注目を集めるようになっています。本委員会では、薬学教育関係者も学習成果基盤型教

育について学ぶ必要があると考え、アドンバンストワークショップのテーマを「学習成果基盤型教育」

とし、対象は前記のワークショップを修了した薬学教育者としました。 

本ワークショップは、全国学生ワークショップにおける学生からのフィードバックを踏まえ、また、

改訂薬学教育モデル・カリキュラムからどのように教育をデザインしていくか、「学習成果基盤型教育

に基づいて 6 年制薬学教育の学習成果を考える」について参加者の皆さんと共に考える良い機会とな

りました。また、本ワークショップでは、医学教育者をはじめ、他の医療系学部の教育者の方々から

の貴重な講演を賜ることもできました。そこで、参加者からのセッション報告書と、講演内容を以下

にまとめましたので、今後の教育改善・充実に活用していただければ幸いです。 
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基本的資質「薬物療法における実践的能力」の下層項目 
（スタンダード（S）及びエレメント（E）） 

S1：薬物療法を計画する。 
 E1：疾患と薬物療法の関係を理解する。 
 E2：患者情報と医薬品情報を収集する。 
 E3：適正な治療薬とその使用法を提案する。 
S2：薬物療法を実施する。 
 E1：処方薬に基づき調剤を実践する。 
 E2：患者に対して服薬指導を行う。 
 E3：薬物療法の経過を記録する。 
S3：薬物療法を評価する。 
 E1：医薬品の有効性を評価する。 
 E2：医薬品の安全性を評価する。 
 E3：医薬品の適正使用の可否を評価する。 
 E4：評価結果をフィードバックする。 
 
S1：患者の病態を把握する。 

E1：疾病について理解する。 
 E2：身体所見(臨床検査値・バイタルサインなど)、年齢、薬歴から患者特性を理解する。

 E3：フィジカルアセスメントを実践する。 
S2：薬物療法について提案できる。 
 E1：薬物・薬剤(化学的性質、製剤的特徴、物性)について精通する。 
 E2：全体の治療計画を理解する。 
 E3：処方設計を作成する。 
 E4：医師・看護師などとコミュニケーションをとる。 
S3：適切に薬剤を供給する。（調剤指針の中の「調剤」の実施） 
 E1：正しく調剤をする。 
 E2：適切に処方監査・疑義照会をする。  
 E3：適切に服薬指導をする。 
S4：最新の情報（新薬、新レジメン、英語の文献、医療制度など）を活用する。 
 E1：新しい薬剤副作用、及び既存の薬剤の新しい副作用情報を収集する。 
 E2：新しい医薬品（薬物）や治療を理解する。 
S5：薬効と副作用を統合して薬物療法を評価する。 
 E1：薬効・副作用(合併症を含む)をぞれぞれ評価する。 
 ※副作用軽減（抗がん剤に対する制吐薬の処方）のための、処方追加を含む。 
 E2：適切にフィジカルアセスメントを利用する。 
 E3：リスク・ベネフィットを理解する 
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S1：適切に医薬品を供給する。 
 E1：医薬品を入手する。 
 E2：医薬品を管理する。 
 E3：医薬品情報を把握する。 
S2：適切に医薬品を調剤する。 
 E1：処方内容を理解した上で評価する。 
 E2：処方に基づいて医薬品を調剤する。 
 E3：鑑査する。 
S3：服薬指導する。 
 E1：患者の情報を収集する。 
 E2：患者の状態を評価する。 
 E3：患者に薬の情報を提供する。 
S4：主体的に処方設計の提案をする。 
 E1：患者の情報を収集する。 
 E2：患者の状態を薬学的評価する。 
 E3：医師に薬の処方を提案する。 
S5：プライマリーケアを実践する。 
 

基本的資質「研究能力」の下層項目 
（スタンダード（S）及びエレメント（E）） 

S1：研究者としての資質を備えている。 
 E1：研究に対する倫理観をもっている。 
 E2：失敗にめげない・強い精神力・根気・忍耐力をもっている。（思いの強さ・観察力・

真理を探究する） 
 E3：科学的視点で考える。 
S2：問題発見能力を備えている。 
 E1：薬学・医療での問題を抽出・解決するような視点をもつ。 
 E2：問題背景・情報を収集・整理する。 
 E3：仮説に基づいた明確な目標を設定する。 
 E4：論理的思考で考える。 
S3：研究を実践する。 
 E1：正確な実験操作ができる。 
 E2：正しく研究データを解析できる。 
 E3：研究方法を組み立て、臨床現場とコーディネートする。 
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S4：成果をまとめる。 
 E1：薬物療法の改善を提案できる。 
 E2：臨床現場へフィードバックする。 
 E3：問題解決のための方法を再提案できる。  
 
S1：薬学・医療における問題を発見する。 

E1：現状を改善するための問題意識を持つ。 
E2：情報を収集する。 
E3：重要性を判断する。 

S2：研究計画を立案する。 
E1：計画の倫理性を確保する。 
E2：科学的合理性に基づく研究計画を立案する。 
E3：実行可能性を吟味し、判断する。 

S3：研究計画を実行する。 
S4：研究結果の妥当性を評価する。 
S5：研究成果を社会に還元する。 

E1：研究成果を公表する。 
E2：研究成果に基づいて実践する。 

 
S1：研究する意欲を持つ。 
S2：薬学と医療の現状を把握する。 
S3：問題発見能力を身につける。 
 E1：学会に参加する。 
 E2：先行研究を調査する。 
 E3：疑問点についてディスカッションする。 
 E4：広い視野をもつ。 
S4：問題解決能力を身につける。 
S5：研究成果を発信する。 
 
 
 セッション５では、「基本的に資質をどのように評価するか」をテーマとし、セッション

４で提案したスタンダード（S）について、卒業までの到達度をどのように評価するかを討

議し、エレメント（E）を意識してルーブリックを作成した。セッション６では、「卒業時

の資質レベルに６年間を通じてどういう順次性をもって到達するか」を討議し、セッショ

ン４及びセッション５の提案を基に、具体的に順次性のあるカリキュラム編成案を作成し
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た。編成案は各班のプロダクトをご覧いただきたいが、テーマ毎に議論の経緯や流れがつ

かめるように各班の報告書をセッション４からセッション６までをまとめた。 
 また、昼食前に「多職種連携教育で育てる新たな薬剤師像〜超高齢社会を支える医療人

をめざして〜」の講演を聴講し、教育の実践例を学んだ。 
 三日目は、最初に「ポートフォリオとポートフォリオ評価」及び「今、医療人教育に求

められているもの」についての講演を聴講した。続いて、セッション７では、「新カリキュ

ラムの構築に向けて～問題点への対応と提言～」について一日目のセッション３で整理し

た問題点に対する対応と提言を各班でまとめた。最後の発表は、３チームに分かれず、参

加者全員で聴講し、情報を共有した。 

 本ワークショップ実行委員会では、各班から提出された「新カリキュラムの構築に向け

て～問題点への対応と提言～」報告書に基づき、対応策や提言を以下にまとめたが、議論

の流れについては報告書を参照されたい。これらは、日本薬学会薬学教育委員会の今後の

活動の参考とするが、各大学においても新カリキュラム構築や６年制薬学教育の改善に活

用していただければ幸いである。 
 
 

「新カリキュラムの構築に向けて～問題点への対応と提言～」 
 
【カリキュラム・教育改善】 
・ ひとつの講義が複数のアウトカムにあてはまるような科目に設定する。 
・ 実務実習の現場に任せられる部分は大学と現場が連携して教える。 
・ 1 年の時からアウトカムを自覚させる。（早期体験の充実） 
・ メンター制により上級生が学力の低い学生を教える（自由な時間をうまく活用できない

学生がいる。 
・ 低学年時にモチベーションをあげるようなカリキュラムを取り入れる ⇒ カリキュラ

ムがスリム化できる。 
・ （文部科学省に対し）カリキュラムの変更に関してもっと自由度を！ 
・ アウトカム達成のために（特に研究能力について）実務実習時期を半年遅らせたら？ 
・ 6 年生が発表しやすいよう、日本薬学会年会の開催時期変更（現行 3 月末 ⇒ 7or8 月？） 
・ 時間割の自由度を上げるための制度変更 
・ FD または報告会で理念を理解してもらう。 
・ 教員評価をコマ数でしない。 
・ 授業を変える。（全てを講義で教えなければならないという既成概念を変える、課題を与

えて自己学習、アクティブラーニング、PBL） 
・ 社会が求める薬剤師像を明確化 
・ 共用試験・国家試験の評価システムの抜本的な改革 
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 冒頭に述べたように、本セッションではまだ固い議論であったが、セッションが進むに連れて、皆の

気持ちも打ち解け、白熱した議論が展開した。 

 私自身は、このワークショップへの参加により、各大学が抱える６年制の共通した問題点が浮き彫り

になり（知ることができ）、新カリキュラムについても理解が深まり、教育法の方略（ルーブリックや

ポートフォリオなど）の知識が増え、かつ他大学の先生方や現場のバリバリの薬剤師さん達との交流が

でき、非常に有意義な時間を過ごすことができたと感じています。 

 

 以上、簡単ではありますが日本薬学会第３回薬学教育者のためのアドバンストワークショップのセッ

ション２の報告としたいと思います。 

 

   セッション２のプロダクト 
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